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　　　ＪＲ播州赤穂駅から赤穂城跡までの道路に

ついては、みなと銀行を境に県道と市道に分かれて

おり、植栽帯の管理は各管理区分により業者に委託

して行っている。当該道路及び周辺道路は観光名所

への重要なアクセス道路であるが、雑草が繁茂して

いる状況が見られるため、今まで以上の管理が必要

であると考える。県道部分については、コロナ禍以

前はアドプト活動により花植えや散水等の植栽管理

に地元の協力が

あったため、今

後は地元の意見

を聞きながら県

と協議したい。

　９月２０日（１０名）、２１日（６名）に計１６名が

登壇し、市政の課題や将来展望に対する考え方に

ついて一般質問を行いました。

市政の課題
　将来の展望を

問

問

答

答

４年前の市長の公約である
給食費の無償化について

ＪＲ播州赤穂駅から赤穂城跡までの
区間の道路環境について

議員

議員

奥 藤 隆 裕

釣 　 昭 彦

　　　市長は４年前に給食費の無償化を公約に掲げ

て当選した。しかし、給食費の完全無償化について

はまだ実現されていない。

　本年度は、１期目の最後の年となる。市長として

この問題についてどう考えているのか。現在の市長

の考えを伺う。

その他の質問事項

◦牟礼市長の今後の市政運営について

◦赤穂市民病院の経営について

　　　ＪＲ播州赤穂駅から赤穂城跡までの歩道に

設置された植裁帯は雑草で覆われ、駅前通りの一部

に設置されている赤穂義士の石碑も雑草に覆われて

いる。赤穂市の中心にあり観光客が通る道路である

ことから適切な維持管理が必要と考えるが、見解を

伺う。

その他の質問事項

◦第８次赤穂市行政改革大綱について

◦災害時に備えたライフラインの点検について

質す
ただ

定例会のあらまし

　令和４年９月（第３回）定例会を、９月２日から

２１日までの２０日間にわたり開催しました。

　この定例会において、報告案件、一般会計補正予

算、人事案件等の１３議案を審査し、１議案を賛成多

数で可決、１２議案について全会一致で可決、同意

しました。

　また、令和３年度の決算認定については、決算特

別委員会を設置し、閉会中の継続審査を行うことと

しました。

※ ＱＲコードより、議員ごとに一般質問の様子

を動画にて閲覧できます。

雑草に埋もれる赤穂義士の石碑

　　　市長就任後、行財政体質の強化・充実と財源

不足額の圧縮を進めてきたが、今後も給食センター

建設等大型投資事業のほか、老朽化が進行する公共

施設の維持・更新、市民病院の経営改善等財政需要

の増加が見込まれる。財政状況は非常に厳しいが、

学校給食費の無償化については実施に向け、恒久的

な財源の確保を図り、子育て支援策の一環として、

引き続き検討を

進めていく。
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　　　工程管理については、契約後に市が承認した

実施工程表に基づき工事の進捗を管理し、現場立

会い等で協議調整し進捗状況を確認することとして

いる。工期延長については、想定外な工事内容の変

更等により工期内完了が見込めない場合に行うが、

地元調整や関係機関との協議が難航する等により工

期延長する場合もある。兵庫県まちづくり技術セン

ターの活用としては、橋梁に関する点検及び積算業

務の委託、土地区画

整理事業に関する全

般的な支援である。

また、技術職員１名を

派遣し技術習得に努

めさせ人材

育成を図っ

ている。

　　　平成３０年度から令和２年度までの３年間に

おける赤穂高山墓園の返還数は使用決定数を上回

り、年々増加傾向であったが、令和３年度は使用決

定数が返還数を上回った。墓碑の撤去を伴う返還理

由もあったが、墓碑を建立する見込みがなくなった

ことが主な理由であった。今後、少子高齢化等の影

響もあり、先祖供養や遺骨の埋葬について価値観の

多様化が進むものと思われる。合葬式墓地は埋葬方

法のひとつであり、先行自治体の取り組みについて

調査研究し

たい。

問

問

答

答

赤穂市の公共事業について

合葬墓地の整備について

議員

議員

西 川 浩 司

中 谷 行 夫

　　　赤穂市の公共工事において工期延長により設

計変更する事例が散見されている。進捗管理や事業

者協議が適切に行われているのか、工程管理や工期

延長の考え方について伺う。また、兵庫県まちづく

り技術センターに技術職員を派遣しており、その活

用方法及び現状について伺う。

その他の質問事項

◦上下水道施設の適正な維持管理について

◦A I を活用した取り組みについて　　外

　　　少子高齢化等を背景に墓の管理や承継が難し

くなり、自身の死後に不安をもつ市民が増えてい

る。菩提寺を持つ方は寺院の墓や納骨堂へ改葬され

ているが、家族の形態や経済的な事情にかかわら

ず、等しく遺骨の埋蔵場所を確保するという福祉的

な視点に立ち、合葬墓等の新しい形態の墓地導入を

検討すべきではないか。

その他の質問事項

◦児童発達支援事業の拡充について

◦ラジオ体操による健康づくりの推進について

　　　新学校給食センターについては、整備基本計

画に基づき、令和７年９月の供用開始を目標に事業

を進めており、既存施設については、現時点では解

体撤去することとしている。坂越保育所、坂越幼稚

園については老朽化対策が必要な施設ではあるが、

当施設跡地利用については、市民サービスの向上・

地域の意向等を考慮し、有効な活用方法を検討して

いく。

答
学校給食センター移転後の
利活用について

議員土 遠 孝 昌

　　　新学校給食センターが令和７年９月の供用開

始に向け鋭意事業を推進する一方で、旧センター跡

地の利活用として、築５０年以上経過し現行の耐震基

準に適合していない坂越幼稚園・坂越保育所の移転

もしくはそれらを統合した認定こども園の整備に係

る計画を策定するべきと考えるが、市の考えを伺う。

その他の質問事項

◦観光地の駐車場対策について

◦各種施策におけるドローンの活用について

問

公共事業

学校給食センター
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　　　フードドライブは食品ロス削減対策であり、

食料支援を必要とされる方への支援と考える。ま

た一般廃棄物排出量の減量化などの効果も期待さ

れ、フードドライブに自治体自らが取り組む意義は

あると考える。市がフードドライブを実施するにあ

たり、実施場所、期間、食品の提供先、周知方法、

食料の保管場所確保等に

ついて考慮する必要があ

る。これらの課題につい

て、庁内関係部署をはじ

め、関係機関と協議を行

い、フードドライブの実

施に向けて検討していく。

　　　学校給食に要する物資の調達及び供給に関す

ること、学校給食費の徴収及び経理に関すること等は

赤穂市学校給食会が実施機関となり事業を行ってい

る。コロナ禍における食材費高騰等に対する補助金を

交付している観点からも、学校給食会に対して、適時

適切な給食用物資の調達について今後も指導してい

く。新学校給食センターは現在、測量業務、地質調査

等を実施するほか、設計・施工一括発注方式による事

業者募集及び選定に

係る要求水準書等の

作成を行っている。

令和７年９月の供用

開始を目標

に計画を進

めていく。

　　　認知機能健診は認知症の発症遅延や発症リス

クの低減といった認知症予防につながると考えられ

るため、実施したい。認知症予防知識の普及啓発と

して、現在、フレイル予防教室、認知症サポーター

養成講座を実施、また回覧広報の「地域包括支援

センターだより」などを活用し取り組んでいる。今

後も、認知症について正しい知識と理解を深めるた

め、動画共有サイトでの配信や、リーフレットを作

成するなど、認知

症予防の普及啓発

に取り組んでいく。

問

問

答

答

答

食品ロスの削減に資する
フードドライブの推進について

赤穂市学校給食センターに
ついて

認知症予防の出来る
まちづくりについて

議員

議員

議員

前 川 弘 文

山 野 　 崇

南條千鶴子

　　　フードドライブとは、各家庭等で使い切れな

い未使用食品等を持ち寄り、必要としている地域の

フードバンク団体や福祉施設などに寄付する活動で

ある。自治体自らが実施することで、地域住民の食

品ロスへの関心も高められる。市の環境部門と福祉

部門の協力・連携によるフードドライブを実施して

はどうか。

その他の質問事項

◦人生の終わりをどう迎えるか、生前から準備する終活支援について

◦信号機のない横断歩道の安全対策について

◦誰もが文化・芸術に親しむことができる文化施設のバリアフリー化について

　　　給食センターでは、食品の納入期間を１年間

と１ヵ月間に分けて入札され、落札するとその期間

納めなければならない。昨今の原材料や燃料の高騰

により、多くの食品価格の先行きが見通せない状況

となっている。よって入札制度の見直しが必要と考

えるがどうか。また、新学校給食センターの進捗に

ついてはどうか。

その他の質問事項

◦赤穂市病院事業会計への繰出しについて

　　　認知機能低下のリスク要因は加齢以外では、

主に脳卒中や糖尿病をはじめとする生活習慣病、ス

トレス・睡眠障害・メタボ・不健康な食生活があげ

られる。壮年期からの罹患が増えるが同時に改善も

可能である。認知症予防の正しい知識習得を促進す

る普及啓発を、更に充実すべきではないか。

その他の質問事項

◦ごみの減量・資源化の促進について

◦市立幼稚園における区域外就園の許可について

◦公共施設の男性用トイレ等へのサニタリーボックス（汚物入れ）の設置について

問

使い切れない未使用食品等を寄付
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　　　①本制度の目的及び動物愛護の観点より屋内

での終生飼養を求めているが、利用実態に則した制

度となるよう見直しを行っていく。②対象者につい

ては見直していく。③助成回数は公平かつ多くの方

が利用いただけるよう１人につき５匹と定めている。

④申請時の写真添付については実績報告時に手術前

後の写真を提出するよう見直す。⑤証言者について

は地域の実情が分かる自治

会長も証言者であると考え

る。⑥捕獲機の貸出につい

ては検討する。⑦事業の実

施については予算も含め状

況に応じて適切に判断する。

　　　健診については、特別な場合を除き脱衣の

必要がないよう医師会へ申し入れを行っている。

児童生徒のプライバシー保護に向け各校の実態に応

じた対応を行っている。今後も児童生徒や保護者に

対し健診の意義や方法についての周知を各校へ指

導・助言し、医師会にも適切な健診の実施を行うよ

う要望していく。また、養護教諭の負担を軽減するた

め、事務の軽減や業務委託等教育委員会ができるこ

とは対応してきた。今後も養護

教諭と指導主事との意見交換

の場を設け、適切な勤務と課

題解決に向け取り組んでいく。

問

答

答

野良猫のいない
住みよいまち赤穂にするために

児童・生徒に配慮した
小中学校における健康診断について

議員

議員

家 入 時 治

荒 木 友 貴

　　　赤穂市飼い主のいない猫不妊・去勢手術費助

成金制度の本来の目的である「野良猫の個体数を減

らす」ために、要綱及び申請書の「終生飼養」の削

除、対象に事業所等を追加、１世帯１０匹まで可、

申請時の写真添付不要、証言者に自治会長だけでも

可、捕獲機の貸出や予算の継続など早期の見直しに

ついて伺う。

その他の質問事項

◦図書室にエアコンが設置されていない学校にいつ設置するのか

◦トライアル進出による周辺道路の整備について

　　　健康診断時に、子どもたちのプライバシーに配

慮し、男女とも上半身脱衣をしない方法を赤穂市として

統一して取ることを求めるが見解を伺う。また、養護教

諭への調査で健康診断に関し多くの課題が寄せられた。

養護教諭の負担軽減のため、教育委員会と医師会との

調整で解決する事項も多い。改善を検討できないか。

その他の質問事項

◦赤穂市サポートファイルの活用について

◦ 赤穂市民病院脳神経外科における一般社団法人日本脳神経

外科学会による専門医指定訓練施設の認定停止について

　　　兵庫奥栄建設株式会社による福浦採石場の埋

め戻しに係る採石法の認可は県より令和３年８月６

日付で新たに５年間の認可が出ているが、現地は埋

め戻されず進展はない状況である。福浦採石場の埋

め戻し計画については、採石法の認可権者である兵

庫県の適切な指導により対処されるべきものと考え

ている。これまでも、赤穂市は採石法に基づく兵庫

県からの要請により、市内採石場のパトロールに同

行しており、引き続き、採石場の災害防止のため県

と連携をし

ていく。

答
福浦採石場の埋め戻しが
１年間進んでいないことについて

議員深 町 直 也

　　　業者側が３度目の採石事業延期を兵庫県に申

請し、５年後まで埋め戻し延期許可を取得した福浦

採石場跡地が、１年おきに埋め立てる具体的な計画

を出していたにも関わらず、１年以上経った現時点

でも全く埋め戻しの動きが見られないことについ

て、赤穂市としての認識と対応を伺う。

その他の質問事項

◦関西電力株式会社赤穂発電所の汚水流出事故について

◦コロナ禍における赤穂市の状況について

◦公共交通について

問

福浦採石場跡地

地域猫

問
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　　　「老健あこう」は第８期赤穂市高齢者保健福祉

計画及び介護保険事業計画において、在宅復帰や在

宅療養を支援するための拠点となる施設として位置

付けており、隣接している赤穂市民病院と密接的に

連携して医療・保健・福祉一体となったサービスの

提供を図るため公営企業会計として病院事業と統合

している。病院・老健の連携も強化され、人的な交

流、病床の管理による経費節減等メリットは多い。

今後は人的交流や費

用削減など経営の合

理化・能率化を図るた

め、会計の統合も選択

肢の一つと

して検討し

ていきたい。

　　　ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設の大規模改

修工事により機能維持できる期間については、１０

年程度の延命ができる。今回の大規模改修工事によ

り今後１０年稼働すると竣工から約４０年経過する

ことになるため、令和２年度に庁内プロジェクトを

立ち上げ、新施設の在り方について検討している。

新施設を建設する場合は、災害に備えた施設運用も

想定したうえで環境面・経済性・利便性等を総合的

に判断し用地の選定にあたることとする。

　　　防災行政無線で緊急放送された全ての内容

は、市ホームページやLINE、ひょうご防災ネット

の他に、緊急速報メールや防災情報ネットで確認

することができる。またネット環境がない方は、無

料電話サービスホンなどにより緊急放送を確認で

きる。周知方法としても市

ホームページ等ネットでの

周知や一人暮らしの高齢者

世帯を中心に無料電話サー

ビスホンの連絡先を掲載し

たシールを配布している。

今後も操作方法と合わせて

公共施設にチラシ

を設置するなど周

知していく。

問

問

答

答

答

赤穂市立介護老人保健施設
「老健あこう」について

美化センターの整備について

防災行政無線における
放送内容の確認方法とその周知について

議員

議員

議員

榊 　 悠 太

田 渕 和 彦

井田佐登司

　　　介護老人保健施設事業の赤字が年々累積して

いる。今年度に入ってから一時借入金も発生してお

り、このままではいずれ自力での事業継続が困難にな

ると考えられる。早期に抜本的な構造改革等を検討す

る必要があると考えるが、市として当事業をどのよう

に位置づけ、取り扱っていくのか。所見を問う。

その他の質問事項

◦産業廃棄物最終処分場建設計画地の買収について

　　　老朽化に伴い大規模改修を行う現在の美化セ

ンターは高潮・洪水浸水地域にあり、大規模災害時

に施設が機能しない可能性がある。建設計画から稼

働まで約１０年と言われている。災害時の施設運用

等を考慮した場所の選定と、新美化センターの建設

計画を策定する時期に来ているのではないかと考え

るが市の見解を伺う。

その他の質問事項

◦幹線道路（県道赤穂佐伯線・高雄有年横尾線）の整備状況について

◦県道赤穂佐伯線における中山地区の道路法面の整備について

◦都市計画マスタープランの地区説明について　　外

　　　防災行政無線の放送内容の確認方法として、

無料電話サービスホンのほか、市ホームページ、ラ

イン及びアプリがある。しかし、確認方法があって

も、市民に周知していなければ、方法がないに等し

いことだと考える。そこで、放送内容の確認方法と

市民への周知方法について伺う。

その他の質問事項

◦赤穂市民病院の接遇について

◦これからの公共交通の在り方について

◦観光地の駐車場不足による交通渋滞の対策について

問

介護老人保健施設　老健あこう

美化センター
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　　　女性消防職員は子どもや女性、災害弱者など

に対して与える安心感等住民サービスの向上に大き

くつながるものと考えている。今までも女性消防職

員を採用すべく女性の受験者を増やすことに努めて

きたが、この２年は採用に至っていない。今後は、

現職の女性消防職員が活躍する姿を紹介するなど

して、女性が活躍する場として、消防職を広く認識

し、選択してもらえるようＰＲに努め、女性消防職

員の採用に積極的に取り組みたい。

問

答

女性消防職員の採用について

議員瓢 　 敏 雄

　　　本市では令和2年度に初の女性消防職員が誕生し

た際、1,089万円を投入し施設を整備した。令和8年度

までに女性消防職員の割合を5%とする国の基準に当て

はめると今後4名の採用となる。世代間のギャップ解消

や採用した女性職員の育成のためにも責任を持った採用

計画やビジョンが必要と考える。女性消防職員の採用に

ついて、今後どのように取り組んでいくのか伺う。

その他の質問事項

◦ 新型コロナウイルス感染症によって亡くなった人の

遺族に弔慰金を支給できないか

◦６月の赤穂市の出生者９人を市長はどのように思うか

　　　赤穂市総合計画に掲げている都市像実現の

ため、「誰もが安心して暮らせる地域社会の構築」 

及び「健康づくりの推進といのちを守る地域医療

の充実」を２つの柱として、福祉、保健、介護サービ

スの総合的な推進に努めることとしているが、地域

医療構想の策定については、医療法において都道

府県が医療計画の中で定めるものとなっているこ

とから、本市が独自に地域医療構想を策定する必

要性はないもの

と考えている。

答
赤穂市の地域医療に係る
ビジョンについて

議員安 田 　 哲

　　　赤穂市における持続可能な地域医療体制を確

保していくためにも、医療機関をはじめ介護・福祉

関係者、市民、近隣自治体で赤穂市及び赤穂準圏域

の地域医療の在り方について議論する場を設け、赤

穂市独自の地域医療ビジョンを策定することが重要

であると考えるが市の見解を伺う。

その他の質問事項

◦ 公立病院経営強化プランの策定に係る市長部局の

関与について

問

女性消防職員

賛成：○　　反対：×　　欠席：欠　　※議員は議席順 

議案等番号 件　　　　名
議決
結果

前

田

尚

志

中

谷

行

夫

井
田
佐
登
司

南
條
千
鶴
子

荒

木

友

貴

安

田

　

哲

深

町

直

也

西

川

浩

司

山

野

　

崇

土

遠

孝

昌

榊

　

悠

太

家

入

時

治

前

川

弘

文

田

渕

和

彦

奥

藤

隆

裕

瓢

　

敏

雄

釣

　

昭

彦

山

田

昌

弘

報 第 １ ４ 号
　 専 第 ６ 号

専決処分の報告について
令和４年度赤穂市一般会計補正予算

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ −

認 第 １ 号 ～
認 第 １ ０ 号

令和３年度赤穂市一般会計、５特別会計、４公営
企業会計　歳入歳出決算認定について

決算特別委員会で継続審査

第４４号議案 令和４年度赤穂市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
の
た
め
、
表
決
に
は

加
わ
り
ま
せ
ん
。

第４５号議案 令和４年度赤穂市病院事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４６号議案 令和４年度赤穂市介護老人保健施設事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４７号議案 令和４年度赤穂市水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４８号議案 令和４年度赤穂市下水道事業会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４９号議案
公職選挙法施行令の一部改正に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月（第３回）定例会提出議案に対する議員別賛否一覧表

「－」：議長のため表決には加わりません。
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常任委員会等審査から（主な質疑）

民生生活

建設水道

９月７日に開催し、付託された第４４号議案関係部分など３議案を慎重審査した結果、全会一致

で原案通り可決すべきものとされました。

９月８日に開催し、付託された第４４号議案関係部分など４議案を慎重審査した結果、全会一致で

原案通り可決すべきものとされました。

＜個人番号カード交付事業について＞

●問　個人番号カード交付率向上の見込みについて

●答　令和４年８月末時点の交付率は４８.２０％であり、
出張申請７回及び申請サポート７回を行うこと
で、国が目標とする「令和４年度末までにほぼす

べての市民の方が取得する」よう努めたい。

＜赤穂市介護老人保健施設事業会計補正予算について＞

●問　光熱水費及び燃料費に係る当初予算との差異について

●答　光熱水費における電気代は１キロワット当たりの
燃料調整単価が当初予算時の０.７６円から令和４
年８月時点の４.６９円と３.９３円の増額で、燃料
費におけるガス代は当初予算時の４６５円から令
和４年８月時点の５００円と３５円の増額である。

＜新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業及び
新型コロナウイルスワクチン接種事業について＞

●問　ワクチンが対応するオミクロン株の系統について及び事業期間について

●答　今回の接種に使用するワクチンは今年１月に流行し
たＢＡ.１と従来株に対応した新型ワクチンとなる。事
業期間は国から令和４年度末を見越して準備するよ

う指示があり、９月末から翌年３月末まで延長する。

＜ごみ処理費及びごみ処理施設整備事業について＞

●問　補正の内訳について

●答　ごみ処理費についてはごみ焼却施設の燃料費
１０５万円及び電気代７０５万円で、ごみ処理施設
整備事業についてはごみ焼却施設の１号炉に係る
熱交換器の補修費用である。

＜中小企業振興事業補助金について＞

●問　令和元年度から４年度途中までの相談件数の
推移及び今後の見込みについて

●答　令和元年度は６１９件、令和２年度は１,０００件、
令和３年度は１,０４６件であり、令和４年度８月
末時点で３８４件であるが、年度内の相談件数を

約１,０００件程度と見込んでいる。

＜あこう中小企業者等支援給付金事業について＞

●問　未申請者に対する対策について

●答　商工会議所が９月１日付で発行した会報に申請勧
奨の記事を掲載、市は広報あこう９月１０日号に
申請勧奨の記事を掲載、９月後半にＬＩＮＥ等で
の周知、さらに未受給者に対し通知を発送予定で

ある。

９月（第３回）定例会報告案件
報告番号 件　　　　名

報 第 １ ５ 号
健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ
いて

報 第 １ ６ 号
令和３年度公益財団法人赤穂市文化とみどり
財団の経営状況の報告について

報 第 １ ７ 号
令和３年度赤穂駅周辺整備株式会社の経営状
況の報告について

賛成：○　　反対：×　　欠席：欠　　※議員は議席順 

議案等番号 件　　　　名
議決
結果

前

田

尚

志

中

谷

行

夫

井
田
佐
登
司

南
條
千
鶴
子

荒

木

友

貴

安

田

　

哲

深

町

直

也

西

川

浩

司

山

野

　

崇

土

遠

孝

昌

榊

　

悠

太

家

入

時

治

前

川

弘

文

田

渕

和

彦

奥

藤

隆

裕

瓢

　

敏

雄

釣

　

昭

彦

山

田

昌

弘

第５０号議案
赤穂市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課
税に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

第５１号議案
赤穂市職員の勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５２号議案
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５３号議案 赤穂市教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

第５４号議案 人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

第５５号議案 ごみ処理施設大規模改修工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５６号議案
赤穂西中学校（Ｂ棟・Ｄ棟）大規模改造工事請負
契約の締結に係る議決変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　令和３年度決算審査のため、９月定例会の２日目

（９月５日）に決算特別委員会が設置され、正副委員

長の互選、審査方針などを決定しました。閉会中５

日間決算特別委員会を開催し、適正な予算執行が行

われているかについて審査を行いました。

委 員 長 釣　　昭彦

副委員長 中谷　行夫

委　　員 井田佐登司　 安田　　哲　　土遠　孝昌

　 〃　 前川　弘文　 奥藤　隆裕　　瓢　　敏雄

決算特別委員会を設置
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＜市有財産整備費について＞

●問　倉庫に係る内容、撤去理由について

●答　内容としては旧塩倉庫であり、撤去理由としては屋
根が一部崩落している状況で修復が困難なため、
土間コンクリートから上の部分を撤去する予定で
あり、基礎コンクリートから下の部分は除草に係る

維持管理費がかからないよう残すものである。

＜一般管理費・光熱水費について＞

●問　電気料金の契約に対する選択肢について

●答　大手電力会社や新電力会社を契約相手方の対象
として入札を行うため、契約の選択肢が限定さ
れることはない。

＜公職選挙法施行令の一部改正に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定について＞

●問　公職選挙法施行令の改正に定める単価とする
必要性について

●答　法律では地方公共団体が法に準じて条例を定めることとして
いる。国は各種統計等に基づき適正な単価を算出できるが、
本市の裁量で適正単価を算出するにはサンプル数が少なく

合理的な理由もないため、定める単価を基準として用いる。

＜アフタースクール子ども育成事業について＞

●問　補正額の財源内訳について

●答　アフタースクールの運営については従来から国・
県・市がそれぞれ３分の１の割合で負担している。

総務文教
９月９日に開催し、付託された第４４号議案関係部分など４議案について慎重審査した結果、全会

一致で原案通り可決すべきものとされました。

（総務文教委員会）

日　時 令和４年８月２２日（月） 午後７時～
テーマ  赤穂市各小学校におけるPTA活動の現状と課題について
相手方 赤穂市各小学校PTA会長

（建設水道委員会）

日　時 令和４年８月２６日（金） 午後１時３０分～
テーマ 商店街のにぎわいづくりの取組みについて
相手方 赤穂にぎわいづくり商人会

（民生生活委員会）

日　時 令和４年８月２９日（月） 午後６時５０分～
テーマ 赤穂市消防団の現状と抱える課題について

相手方 赤穂市消防団

※当日いただきましたご意見等は市議会ホームページで公開しています。

　令和４年８月２３日（火）、幹線道路・河川整備特別

委員会を開催し、所管課から幹線道路及び河川整備状

況の報告等を受けた後、今年度の取組みについて意見

の取りまとめをし、国道２５０号（高取峠）、加里屋川

（加里屋中洲）の現地視察を行いました。

　当委員会では、幹線道

路・河川の整備に係る取

組みや高取峠トンネル化

に向けた調査・研究のほ

か、要望活動などを行う

予定です。

国道２５０号（高取峠）にて
現地視察

常任委員会と住民（団体）との意見交換会 幹線道路・河川整備特別委員会現地視察

令和４年８月８日～１０日　議員定数及び議会改革の取組みについて、岡山県井原市・島根県浜田市・広島県三次市を

視察しました。

岡山県井原市　令和 2 年に議員定数を 20 名から 18 名へ削減する条例改正を全会一致で、また議員報酬を増額する条例

改正を賛成多数でいずれも可決している。検討については議会改革特別委員会で行い、井原市の現状整理、他自治体等

の調査、全員協議会、議員アンケート等により行われていた。

島根県浜田市　令和 2 年に議員定数を 24 名から 22 名へ削減する条例改正を賛成多数で可決している。また議員報酬に

ついては、平成 28 年に一律増額、令和 2 年に正副委員長分を増額されている。検討については、議員定数等議会改革

推進特別委員会を設置し、類似自治体の調査や市民アンケートを実施してい

る。議会改革については、広報・広聴機能の強化やタブレットの導入等積極

的に行われていた。

広島県三次市　令和 4 年に議員定数を 24 名から 22 名へ削減する条例改正を

賛成多数で可決している。議員報酬については、見直すための明確な根拠が

見出せず現状維持となった。検討については、議員定数等調査特別委員会を

設置し、類似自治体等の調査や市民アンケート等により行われていた。
三次市議会にて

＜街灯維持管理費について＞

●問　公共灯ＬＥＤ化の効果について

●答　公共灯ＬＥＤ化による電気料金の削減効果につい
ては令和３年度は約２,１８０万円の削減となっ
たが、令和４年度は電気料金高騰の影響により約
１,９００万円の削減見込みである。

＜水道事業会計補正予算について＞

●問　動力費に係る料金削減に向けた検討について

●答　動力費が主に水道水を送るポンプの動力に係る
費用であるため、削減は困難であるが、北野中
浄水場に太陽光発電を設置して売電による収入
を得るなど、費用削減に取り組んでいる。

議会運営委員会行政視察
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議会活動状況（令和４年８月～10月）

日 月 火 水 木 金 土

11/20 11/21 11/22 11/23 11/24 11/25 11/26

(勤労感
謝の日）

本会議
（１日目）

11/27 11/28 11/29 11/30 12/1 12/2 12/3

本会議
（２日目）

民生
生活

委員会

建設
水道

委員会

総務
文教

委員会

12/4 12/5 12/6 12/7 12/8 12/9 12/10

本会議
（３日目）

一般質問

本会議
（４日目）

一般質問

12/11 12/12 12/13 12/14 12/15 12/16 12/17

本会議
（予備日）

☆11月定例会・常任委員会の日程（案）☆

※いずれも午前９時30分から開催予定です。
※委員会は原則公開で、開会後の委員会室の出入りは

休憩中を原則としています。

編集後記
＊日増しに秋の深まりを感じる季節となりました。

寒さも増してきておりますので、風邪など体調管
理に気を付けましょう。
市民の皆様には、常日頃より新型コロナウイルス
感染症拡大防止にご協力いただき、心よりお礼を
申し上げます。引き続き、感染対策にご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊今月は９月（第３回）定例会の内容を中心にお知
らせしました。

８月／

　３日・埼玉県所沢市議会行政視察（来庁）

　８日・議会運営委員会行政視察

　　　　（井原市、浜田市、三次市～１０日）

１７日・安室ダム水道用水供給企業団議会定例会（上郡）

１８日・建設水道委員会協議会

２２日・ 総務文教委員会と「赤穂市各小学校PTA会長」と

の意見交換会

２３日・幹線道路・河川整備特別委員会

２６日・議会運営委員会

　　　・会派代表者会議

　　　・ 建設水道委員会と「赤穂にぎわいづくり商人会」

との意見交換会

２９日・民生生活委員会と「赤穂市消防団」との意見交換会

３０日・市民病院経営改善調査特別委員会

９月／

　１日・建設水道委員会協議会

　２日・本会議[第３回定例会開会]

　　　　（報告・議案説明・人事案件等）

　５日・本会議（議案質疑等）

　７日・民生生活委員会

　　　・民生生活委員会協議会

　８日・建設水道委員会

　９日・総務文教委員会

　　　・会派代表者会

　　　・議会運営委員会

２０日・本会議（一般質問１０名）

２１日・本会議（一般質問６名・議案表決等）

　　　　［第３回定例会閉会］

　　　・議会報編集委員会

２９日・決算特別委員会（市民病院、上下水道部）

３０日・議会運営委員会

１０月／

　４日・愛知県豊田市議会行政視察（来庁）

　６日・決算特別委員会（総務部、市長公室　外）

１３日・決算特別委員会（市民部、健康福祉部　外）

１４日・近畿市議会議長会議長研修会

１８日・議会報編集委員会

１９日・香川県小豆郡小豆島町議会行政視察（来庁）

２０日・決算特別委員会（消防本部、教育委員会）

２７日・決算特別委員会（総括質問）

２８日・議会運営委員会

　　　・議会報編集委員会

年賀状等挨拶状の禁止について
　議員は、選挙区内の皆様に対し、答礼のた
めの自筆によるものを除き、年賀状などの時
候の挨拶状を出すことは禁止されております
ので、皆様のご理解をお願いいたします。

議会傍聴のご案内
市議会はどなたでも傍聴できます。

市政を身近に知るためにも、議会を傍聴してみて

はいかがですか。

◎手続きは簡単です◎
（本会議）会議当日、庁舎７階傍聴席入口で、受付
簿に住所・氏名等を記入し、傍聴席へお入り下さい。
（委員会）会議当日、庁舎５階議会事務局窓口で、 
受付簿に住所・氏名等を記入し、傍聴席へお入り
下さい。
※撮影、録音、携帯電話の使用はできません。
※ 新型コロナウイルス感染症対策のため、本会議場に

おいては、傍聴席を６０席から３０席に、委員会室
においては、１２席から６席に減らしております。
マスク着用及び会場入口での手指消毒、検温につい
てご協力をお願いいたします。
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